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新型コロナウイルスの感染防止措置として以下の事を必ず厳守したうえで大会を運営す

るものとします。

１ 日ごろの行動指針

日常生活においては『道場にウイルスを持ち込まない』ことを念頭に置いた行動指針に

則って行動すること。

２ 大会前の関係者の行動管理

大会に参加する選手、その親族、また大会を運営する運営委員は全員大会１０日前から

普段合わない人との接触、普段行かない場所での行動は避けていただくようお願いします。

３ 大会当日の対応

3-1 移動手段

エリア間（関東・中部・関西・中国・など）を跨ぐ移動の際は、公共の交通機関を利用

せず、自家用車等にて大会会場まで移動すること。

3-2 開催時間

参加者による密を避けるために開催時間は出来るだけカテゴリーによって分け、大会会

場に参加者全員が集中することを防ぐこと。

例：午前…中学生以下 午後…高校生以上



3-3 入場制限

以下の２点のどちらかを満たすこと。

１）ワクチン接種２回接種済み

２）大会当日（０時以降）の抗原検査の陰性証明

上記２点につきまして、証明となるものをスマホで撮影の上、大会の出入口にてご提示

ください。

抗原検査の検査キットは国産であることを条件といたします。研究用か体外診断用かは

問いません。

また会場に入場できる方は、参加者とその親族までとさせていただきます。友人関係な

どはご遠慮いただきますようお願いします。ただし、急を要する対応が必要なことを考慮

して、各道場引率者 2名まで許容するものとします。

3-4 試合前

試合前には以下の事を徹底して行うこと。

１）マスクの着用（着用無き者は入場をお断りします。）

２）検温（37.3℃以上の者は入場をお断りします。）

３）手指の消毒

４）連絡先の把握

3-5 試合中

１）選手に対する声を出しての応援の禁止（拍手は問題ありません。）

２）試合後の選手同士の握手の禁止

３）組手に関しては、試合開始前のコートに入る時と試合終了後のコートを出る時に防具

類の消毒を行う。

４）試合中もマスク着用の上試合を行います。



４ 大会スタッフの感染防止対策

選手との接触機会のある組手の主審は以下の対策を取ること。

１）フェイスシールドの着用

２）手袋の着用

また各コートにはスタッフ用の以下のものを用意すること。

１）消毒液

５ 表彰におけるメダルの仕様について

感染の拡大状況次第では大会を中止する判断をいたします。

そのため、メダルの裏面に刻印する文字は以下のものに限らせていただきます。

１）大会名（第〇回△△大会）

２）競技種目（型・組手など）

カテゴリーの表示は、大会が中止になった場合に次回行う同大会においてカテゴリーが

変わる可能性があるため、再利用することを考慮して表示しません。予めご了承ください。

６ 大会中止の判断

基本的に行政の指示に従うものとします。ただし、感染の急拡大が認められる場合にお

いて、仮に行政の指示が無い場合においても、選手・スタッフの安全を考慮して、本会理

事会と大会主催者との間にて独自の判断を行い、大会を中止する場合もあることをご了承

ください。

なお、その場合の大会参加費用は全額返金致します。



７ 大会参加者が感染者の濃厚接触者となった場合

基本的に行政の指示に従うものとします。保健所の判断にて自宅待機となった場合は大

会参加も不可といたします。

なお、その場合の大会参加費用は全額返金致します。
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